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成
賢
法
印
也
、

と
簡
単
な
記
事
を
載
せ
、『
東
寺
長
者
補
任
』・『
醍
醐
寺
座
主
次
第
』
な
ど
成
賢
の
事
蹟

と
し
て
触
れ
ら
れ
た
も
の
を
引
く
。
六
月
二
日
条
に
は
貴
布
禰
・
河
上
両
社
に
奉
幣
、
同

月
十
四
日
条
に
神
泉
苑
に
て
孔
雀
経
法
、
醍
醐
寺
清
瀧
宮
に
て
読
経
さ
せ
て
祈
雨
を
行
っ

て
お
り
、
旱
天
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
『
大
日
本
史
料
』
未
収
の
醍
醐
寺
所
蔵
「
清
瀧
宮
孔
雀
経
法
日
記（
１
）」﹇

一
五
八
函
三
﹈
一

巻
は
、
地
蔵
院
深
賢
に
よ
る
記
録
で
、
よ
り
詳
し
い
。
か
い
つ
ま
ん
で
経
緯
を
た
ど
る

と
、
六
月
十
八
日
に
清
瀧
宮
で
孔
雀
経
を
読
経
す
べ
し
と
の
宣
旨
（
順
徳
天
皇
）
が
到
来

し
、
夜
陰
に
及
ん
で
始
行
し
て
、
二
十
三
日
に
は
降
雨
が
あ
っ
て
勧
賞
あ
る
べ
し
と
の
宣

旨
を
賜
っ
た
。
た
だ
し
ま
た
、
二
十
三
日
・
二
十
五
日
と
今
度
は
院
宣
（
後
鳥
羽
上
皇
）

が
二
度
下
さ
れ
た
が
固
辞
し
、
二
十
八
日
に
も
院
宣
が
到
来
し
て
翌
月
四
日
か
ら
の
始
行

を
命
ず
る
が
辞
退
す
る
も
、
院
宣
が
五
度
に
及
び
、
御
室
よ
り
も
仰
せ
が
あ
っ
た
。
七
月

十
日
に
宣
旨
が
あ
り
、
十
三
日
よ
り
伴
僧
二
十
口
に
て
始
行
せ
よ
と
の
こ
と
で
、
今
度
は

逃
れ
難
く
支
度
を
献
じ
た
。
こ
こ
ま
で
は
記
録
の
地
の
文
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
文
書
の

控
な
ど
も
収
め
る
。
建
久
二
年
五
月
の
勝
賢
に
よ
る
修
法
（
こ
れ
に
は
詳
し
い
記
録
が
あ

る
）
を
例
と
し
、
道
場
は
三
宝
院
西
廊
で
あ
っ
た
。
十
三
日
に
始
行
し
、
十
五
日
に
は
雨

蟇
が
出
現
す
る
瑞
相
が
あ
り
、
十
六
日
に
降
雨
、
十
七
日
に
大
雨
と
な
り
、
そ
の
日
と
翌

日
と
に
院
宣
が
あ
っ
て
、
二
十
日
に
結
願
し
て
勧
賞
が
仰
せ
ら
れ
た
。

　

本
文
書
は
写
さ
れ
て
い
な
い
が
、
直
接
関
わ
る
記
述
と
し
て
、
七
月
十
日
条
に
は
、
支

度
を
献
じ
て
「
奉
行
弁
（
蔵
人
右
少
弁
平
経
高
）
其
後
尋
子
細
状
等
、
度
々
到
来
、〈
在

別
、〉
／
注
文
〈
在
別
、〉　

壇
・
燈
台
等
也
」
と
あ
り
、
十
一
日
付
の
平
経
高
書
状
が
写

さ
れ
る
。
黒
漆
の
道
具
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
先
年
は
蓮
華
蔵
院
の
道
具
を
借
り

て
お
り
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る
と
明
日
準
備
す
る
の
は
難
し
い
、
白
木
の
で
あ
れ
ば
用
意
で

き
る
、
名
香
に
つ
い
て
は
典
薬
寮
に
準
備
を
命
じ
た
、
何
時
か
ら
始
行
す
る
の
か
、
間
に

合
う
だ
ろ
う
か
、
と
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
裏
書
に
よ
る
と
、
道
具
に
は
蓮
華
蔵
院
の
古

物
を
用
い
、
十
三
日
条
に
は
「
未
刻
御
修
法
大
幔
等
持
来
、
卿
二
品
（
藤
原
兼
子
）
沙
汰

也
、（
源
）
仲
国
沙
汰
云
々
、
国
本
饗
、（
藤
原
）
康
業
・（
藤
原
）
秀
康
勤
之
」
と
あ
っ

て
、
後
鳥
羽
院
に
近
い
人
物
が
請
け
負
っ
て
遂
行
を
手
助
け
し
て
い
る
。

　
　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
度
に
科
学
研
究
費
に
て
購
入
し
、
二
〇
二
〇
年
度
に
修
補
を
終
え
た
新
収

史
料
で
あ
る
。
蔵
人
所
が
発
給
し
た
文
書
原
本
で
、
宿
紙
の
標
本
と
し
て
好
例
で
あ
り
、

簡
単
な
史
料
紹
介
と
料
紙
に
関
す
る
所
見
を
報
告
す
る
。

　

古
書
肆
の
臥
遊
堂
沽
価
書
目
『
所
好
』
三
号
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
）
No. 

68
「
孔
雀
経

関
連
文
書
三
通
」
と
載
せ
ら
れ
た
う
ち
の
一
通
で
、
内
容
か
ら
醍
醐
寺
地
蔵
院
旧
蔵
と
み

ら
れ
、
孔
雀
経
法
に
関
す
る
文
書
が
こ
の
他
に
も
同
時
期
に
市
場
に
出
て
お
り
、
も
と
は

一
連
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
七
月
十
三
日
の
蔵
人
所
奉

送
状
は
、
宿
紙
二
紙
を
続
紙
と
し
、
確
認
の
た
め
と
思
し
き
合
点
が
あ
っ
て
、
修
法
壇
所

へ
送
ら
れ
た
文
書
原
本
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
江
戸
時
代
頃
の
裏
打
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

本
所
史
料
保
存
技
術
室
の
髙
島
晶
彦
・
山
口
悟
史
と
の
協
議
の
も
と
、
鈴
木
晴
彦
氏
（
国

宝
修
理
装
潢
師
連
盟
主
任
技
師
認
定
）
に
修
復
を
委
嘱
し
、
裏
打
紙
を
除
去
し
て
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
欠
損
箇
所
を
補
填
し
て
、
元
の
風
合
い
も
戻
っ
た
。

　
　

一　

建
暦
元
年
七
月
の
孔
雀
経
御
修
法

　

本
文
書
の
修
法
の
実
際
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
十
一

冊
（
一
九
一
一
年
刊
）
一
七
〇
頁
以
下
に
建
暦
元
年
七
月
十
三
日
条
と
し
て
「
成
賢
を
し

て
、
孔
雀
経
法
を
醍
醐
寺
に
修
し
て
、
雨
を
祈
ら
し
む
」
の
綱
文
を
立
て
、

　
　
『
百
練
抄
』　

七
月
十
三
日
、
被
始
行
孔
雀
経
御
修
法
、

　
　
『
玉
蘂
』　　

  

七
月
十
二
日
、
今
日
、
依
祈
雨
御
祈
、
被
修
孔
雀
経
法
、
醍
醐
寺
座
主

史
料
紹
介
と
研
究

藤 

原 

重 

雄
・
髙 

島 

晶 

彦

建
暦
元
年「
蔵
人
所
孔
雀
経
御
修
法
用
途
奉
送
状
」

　

│
醍
醐
寺
地
蔵
院
旧
蔵
の
宿
紙
文
書
│
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こ
こ
に
は
十
日
に
献
じ
ら
れ
た
支
度
も
写
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
醍
醐
寺
所
蔵
「
孔

雀
経
法
御
修
法
支
度

巻
数
写（

２
）

」﹇
一
〇
五
函
一
八
（
七
）﹈
は
、
と
も
に
写
し
で
、
①

建
暦
元
年
七
月
日
の
支
度
と
②
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
正
月
廿
一
日
の
巻
数
と
を
収

め
る
。
①
の
奥
に
は
「
建
保
六
年
正
月
日
、〈
九
月
又
書
之
、〉
権
大
僧
正
法
印
大
和
尚

位
（
成
賢
）
／
奉
行
弁
経
高
示
云
、
大
法
奉
行
未
練
諸
事
、
委
細
一
通
可
注
進
云
々
、
／

仍
雑
具
等
所
注
進
一
通
也
、
古
支
度
必
不
然
歟
」
と
あ
り
、
②
に
際
し
て
参
照
さ
れ
て
日

付
・
大
阿
闍
梨
が
加
筆
さ
れ
、
②
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
を
、
ま
た
転
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
②
は
修
明
門
院
御
祈
で
、
祈
雨
で
は
な
く
、
建
保
と
同
時
期
と
思
し
き
案

文
一
通
も
今
回
併
せ
て
購
入
し
て
い
る
（
17
頁
下
段
参
照
）。

　

こ
の
支
度
と
蔵
人
所
奉
送
状
と
を
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
対
応
し
て
、
小
異
の
他
に
、

支
度
に
は
五
色
糸
二
流
、
孔
雀
尾
五
茎
、
そ
し
て
阿
闍
梨
以
下
へ
の
「
国
当〔

充
〕饗

在
朝
夕
」

も
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
別
に
用
意
さ
れ
て
道
場
に
送
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
奉
送

状
の
う
ち
「
大
幔
二
帖
〈
各
六
丈
四
幅
、
在
懸
革
二
枚
、「（

別
筆
）但当

時
一
枚
也
、」〉」
の
箇
所

は
、
支
度
で
は
「
大
幔
二
帖
〈
幔
台
木
、
色
革
二
枚
、
釘
二
連
、〉」
と
あ
っ
て
、
二
枚
と

書
か
れ
て
い
た
が
、
受
け
取
っ
て
確
認
す
る
と
一
枚
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
旨
を
注
記
し

た
と
理
解
で
き
る
。
た
だ
「
当
時
」
に
は
時
間
差
の
あ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
認
め
う
る
の

で
、
①
の
識
語
に
雑
具
等
の
目
録
を
作
成
し
た
と
あ
る
の
を
参
考
に
す
る
と
、
②
の
建
保

六
年
の
時
に
先
例
と
し
て
参
照
さ
れ
て
、
照
合
の
記
号
と
し
て
合
点
と
注
記
が
加
え
ら
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
奉
送
状
を
改
め
て
写
し
直
さ
れ
た
も
の
と
ま

で
考
え
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
な
お
支
度
の
「
米
」
の
下
に
は
「
壇
供
・
人
供
・
雑
器

等
直
合
定
」
と
小
字
が
あ
り
、
朝
夕
の
饗
と
は
別
の
経
費
で
あ
り
、
支
出
細
目
が
次
に
示

す
別
文
書
と
し
て
原
本
が
残
る
。

　

蔵
人
所
奉
送
状
と
一
具
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
文
書
の
う
ち
、
こ
の
修
法
に
直
接
関
係
す

る
も
の
と
し
て
、
少
な
く
と
も
以
下
の
四
通
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
『
鎌
倉
遺
文
』
未
収
、

「
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
著
録
）。
史
料
編
纂
所
影
写
本
『
森
田
清
太
郎
氏

所
蔵
文
書
』﹇3071.65

－34

﹈（
一
九
二
一
年
影
写
）
に
四
通
を
収
め
、
う
ち
二
通
は
『
小

泉
策
太
郎
氏
所
蔵
文
書
』﹇3071.36

－173

﹈（
一
九
三
四
年
影
写
）
を
経
て
早
稲
田
大
学

図
書
館
の
現
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
同
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
画
像
が

W
eb

公
開
さ
れ
て
い
る（

３
）。

○
建
暦
元
年
七
月
十
二
日
「
孔
雀
経
御
修
法
伴
僧
請
定
」（
早
大
図
現
蔵
）

　

※  

二
十
口
の
僧
名
を
記
す
が
、
各
人
の
「
奉
」
の
書
き
様
が
ま
ち
ま
ち
で
、
原
本
と
い

え
よ
う
。「
清
瀧
宮
孔
雀
経
法
日
記
」
に
写
が
含
ま
れ
、
そ
こ
で
は
僧
名
に
公
名
な

ど
の
注
記
が
加
わ
る
。

○
建
暦
元
年
七
月
日
「
孔
雀
経
御
修
法
伴
僧
張
文
」（
早
大
図
現
蔵
）

　

※  

請
状
と
は
僧
名
に
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
。
各
人
の
名
の
下
に
部
数
を
加
筆
す
る

が
、
こ
れ
も
書
き
様
が
さ
ま
ざ
ま
で
原
本
で
あ
ろ
う
。
合
計
す
る
と
三
六
九
部
（
た

だ
し
重
ね
書
き
で
読
み
に
く
い
箇
所
あ
り
）
で
、
次
の
巻
数
案
で
は
孔
雀
経
の
奉
読

が
「
□
百
八
十
部
」
と
な
っ
て
お
り
、
大
阿
闍
梨
が
十
一
部
と
な
る
か
。

○
建
暦
元
年
七
月
二
十
日
「
祈
雨
孔
雀
経
御
修
法
巻
数
案
」（
現
蔵
者
不
詳
）

　

※
始
行
も
「
今
月
十
三
日
」
と
す
る
の
で
、
本
修
法
の
も
の
と
確
定
で
き
る
。

○
建
暦
元
年
七
月
日
「
孔
雀
経
御
修
法
供
米
燈
油
私
支
配
状
」（
現
蔵
者
不
詳
）

　

※  

書
出
「
孔
雀
経
御
修
法
一
七
ケ
日
御
供
米
／
壇
供
・
人
供
等

定
百
十
六
石
七
斗
六

升
之
内
」
と
あ
っ
て
、
配
分
の
細
目
を
記
す
。
田
楽
法
師
十
一
人
（
上
清
瀧
宮
に
て

勤
仕
）
へ
五
石
も
見
え
る
。
寺
主
宗
実
に
よ
る
注
進
。

　

蔵
人
所
奉
送
状
は
森
田
氏
所
蔵
の
う
ち
に
は
入
ら
な
か
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
時
期
に

分
か
れ
た
地
蔵
院
旧
蔵
文
書
の
一
通
で
、
も
と
の
史
料
群
に
お
け
る
相
互
関
係
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
ら
れ
る
。
建
暦
元
年
七
月
の
孔
雀
経
法
関
係
の
文
書
原
本

が
他
に
も
現
存
し
、
こ
の
奉
送
状
を
原
本
と
判
断
す
る
こ
と
を
支
え
る
。
差
出
の
安
倍
資

茂
に
つ
い
て
も
、
同
時
期
の
記
録
に
所
見
が
あ
り
矛
盾
は
な
い
が
、
同
人
の
筆
跡
と
見
な

せ
る
史
料
ま
で
は
探
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。　

　
　

二　

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
の
宿
紙

　

近
年
の
料
紙
調
査
の
一
方
で
、
高
田
義
人
氏（

４
）の

文
献
的
な
研
究
お
よ
び
、
そ
れ
を
承
け

た
末
柄
豊
氏（

５
）の

検
討
に
よ
っ
て
、「
宿
紙
」
に
関
連
す
る
概
念
が
整
理
さ
れ
た
。
一
般
に

研
究
者
が
「
宿
紙
」
と
言
っ
た
際
に
は
、
漉
返
紙
で
、
薄
墨
色
を
呈
し
、
蔵
人
な
い
し
蔵

人
所
の
発
給
文
書
で
あ
る
と
い
う
三
要
素
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
料
紙
分
類
で
は
「
薄
墨
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【
翻
刻
】

「（
端
裏
）

孔
雀
経祈雨法
用
途
送
文
／
建
暦
元
年
□〔七
月
〕□十

三
日
／
□〔行
事
カ
〕

□
□
□
□
送
之
了
、」

蔵
人
所

　

奉
送　

孔
雀
経
御
修
法
一
七
箇
日
用
途
事

　
　

合

蘇　
　

蜜

名
香　
沈　

白
膠　

紫
　

安
息　

黄
陸

五
宝　
金　

銀　

水
精　

瑠
璃　

琥
珀

五
香　
沈
水　

白
壇　

龍
腦　

安
息　

黄
陸

五
薬　
白
木　

人
参　

苟（
枸
杞
）杷　

甘
草　

伏
苓

五
穀　
大
麦　

小
麦　

大
豆　

胡
麻　

稲
穀

壇
四
面　
大
壇　

護
摩
壇　

十
二
天
壇　

聖
天
壇

脇
机
六
前
但
本
寺
在
之
、

礼
盤
二
脚
在
半
畳
四
帖
、 

経
机
廿
前

燈
台
卅
二
本 

壇
敷
細
美
布
四
反

供
蓋
細
美
布
一
段 

蝋
燭
布
一
段

大
幔
二
帖
各
六
丈
四
幅
、　　

 

芥
子
袋

　
　
　
　
在
懸
革
二
枚
、

　
　
　
　
　
「
但
（
別
筆
）当

時
一
枚
也
、」

閼
伽
棚
一
基 

桶
五
口
大
少

閼
伽
折
敷
五
枚 

杓
三
支

長
櫃
二
合

米
佰
拾
陸
石
漆
斗
陸
升
能
米
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
下
文
先
進
了
、

油
陸
斗
参
升
同
下
文
、

阿
闍
梨
御
浄
衣
一
領
在
平
裹
、

伴
僧
浄
衣
廿
領
在
平
裹
二
帖
、

承
仕
六
人
浄
衣
細
美
布
六
段

駈
仕
十
人
浄
衣
細
美
布
十
段

見
丁
二
人
浄
衣
細
美
布
二
段

右
奉
送
如
件
、

　
　

建
暦
元
年
七
月
十
三
日　

出
納
左
衛
門
志
安
倍
資
茂
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建暦元年七月十三日「蔵人所孔雀経御修法用途奉送状」（修補後）32.3×102.4cm　（撮影：畑山周平・小塩慶）

参考：建保六年正月廿一日「孔雀経御修法巻数案」（修補前）32.8×57.1cm　（撮影：遠藤珠紀・黒須友里江）
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色
の
漉
返
紙
」
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
か
）。
し
か
し
実
例
に
即
す
と
、「
宿
紙
」
は
必
ず
し

も
こ
の
三
要
件
を
具
備
し
て
お
ら
ず
、
定
義
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
平
安
期
の
「
宿

紙
」
と
は
「
内
紙
」
す
な
わ
ち
内
裏
内
に
宿
候
さ
せ
た
紙
の
意
で
、
蔵
人
所
で
は
図
書
寮

紙
屋
院
に
て
調
製
し
た
紙
屋
紙
を
用
い
た
。
十
一
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
紙
屋
紙
は
漉
返

紙
の
比
重
が
大
き
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
宿
紙
も
漉
返
紙
と
同
義
と
な
っ
て
い
っ
た
。

た
だ
し
漉
返
紙
は
、
何
ら
か
の
染
紙
加
工
を
し
て
薄
墨
色
を
呈
す
る
の
で
あ
り
、
蔵
人
お

よ
び
蔵
人
所
の
料
紙
と
し
て
の
宿
紙
は
、
必
ず
し
も
薄
墨
色
で
は
な
か
っ
た
。
現
存
最
古

の
薄
墨
色
の
綸
旨
の
正
文
は
、
東
南
院
文
書
﹇
第
一
櫃
九
巻
﹈
の
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）

「
堀
河
天
皇
綸
旨（

６
）」

と
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
先
の
三
要
件
を
備
え
た
「
宿
紙
」
が
成
立
す
る
。

　

こ
の
「
堀
河
天
皇
綸
旨
」
を
収
め
る
一
巻
に
は
、
院
政
期
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
薄
墨

色
料
紙
の
綸
旨
・
院
宣
一
六
通
を
継
い
で
い
る
。
院
政
期
の
も
の
と
し
て
、「
康
治
元
年
」

（
一
一
四
二
）
十
二
月
十
五
日
「
近
衛
天
皇
綸
旨
」﹇
四
〇
八
号
﹈・「
保
元
二
年
」（
一
一

五
七
）
四
月
二
十
九
日
「
後
白
河
天
皇
綸
旨
」﹇
四
〇
七
号
﹈
が
あ
る
。
さ
ら
に
先
行
研

究
や
本
所
「
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
を
手
が
か
り
に
事
例
を
収
集
す
る
と
、

院
政
期
の
薄
墨
色
料
紙
の
綸
旨
・
院
宣
と
し
て
は
下
記
が
あ
る
。

　

同
じ
く
東
南
院
文
書
﹇
第
三
櫃
七
巻
﹈
の
八
月
十
日
「
白
河
法
皇
院
宣
」
で
、『
大
日

本
古
文
書
』
東
大
寺
文
書
二
（
東
南
院
文
書
二
）
四
九
〇
号
で
は
（
保
安
三
年
カ
）
と
傍

注
を
入
れ
る
が
、
平
正
盛
は
保
安
三
年
夏
頃
に
没
し
た
と
み
ら
れ（
７
）、『

平
安
遺
文
』
一
七

五
九
号
で
は
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
二
月
十
九
日
の
文
書
の
関
連
史
料
と
し
て
扱

い
、『
三
重
県
史
』
資
料
編
・
古
代
・
中
世
（
下
）（
二
〇
一
五
年
刊
）
伊
賀
国
玉
瀧
荘
四

八
号
で
は
康
和
二
年
に
比
定
す
る
。
奉
者
の
左
中
弁
は
藤
原
為
隆
で
は
な
く
、
源
重
資

（
康
和
二
年
七
月
十
七
日
に
蔵
人
頭
）
と
な
る（

８
）。

　

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
薄
墨
色
の
宿
紙
の
綸
旨
の
早
い
例
と
し
て
紹
介
の
多
い
醍
醐
寺
文

書
﹇
九
三
函
二
号
﹈
の
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
二
月
二
日
「
崇
徳
天
皇
綸
旨（
９
）

」
で
あ

ろ
う
。
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
薬
師
院
文
庫
史
料
﹇
一－

一
九
三
﹈
の
一
巻
に
は
、「
康
治

元
年
」
十
二
月
十
八
日
「
鳥
羽
上
皇
院
宣）
10
（

」、（
永
万
元
年
：
一
一
六
五
）
七
月
二
十
二

日
「
右
少
弁
藤
原
長
方
書
状）
11
（

」
を
収
め
、
い
ず
れ
も
差
出
が
蔵
人
で
あ
る
。
東
南
院
文
書

﹇
第
六
櫃
三
巻
﹈
の
「
養
和
元
年
」（
一
一
八
一
）
十
月
二
日
「
後
白
河
上
皇
院
宣）
12
（

」
は
、

奉
者
が
左
衛
門
権
佐
（
藤
原
）
光
長
で
蔵
人
で
あ
る
。

　

蔵
人
の
書
状
形
式
の
文
書
以
外
と
し
て
は
、
東
寺
百
合
文
書
﹇
テ
函
三
﹈
の
保
延
元
年

（
一
一
三
五
）
九
月
十
三
日
「
伊
予
国
留
守
所
下
文）

13
（

」
は
、
差
出
の
一
人
に
「
藤
原
（
花

押
）」
が
見
え
る
が
、
正
本
か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
。
壬
生
家
文
書
の
安
元
三
年
（
一

一
七
七
）
二
月
二
十
二
日
「
四
堺
鬼
気
祭
使
交
名）

14
（

」
は
、
刊
本
に
よ
る
と
漉
返
紙
と
い

う
。
検
非
違
使
源
仲
頼
以
下
の
交
名
で
、
差
出
な
ど
は
な
い
が
、
高
倉
天
皇
不
予
に
よ
る

祈
祷
が
な
さ
れ
て
い
る
時
期
で
、
蔵
人
の
関
与
は
想
定
で
き
る
。

　

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
事
例
収
集
が
よ
り
不
十
分
で
あ
る
が
、
壬
生
家
文
書
の
建
久
二
年

（
一
一
九
一
）
五
月
十
二
日
「
蔵
人
右
衛
門
権
佐
藤
原
長
房
書
下
」
お
よ
び
同
日
「
蔵
人

右
衛
門
権
佐
藤
原
長
房
奉
書）

15
（

」
は
宿
紙
で
あ
る
と
い
う
。
東
大
寺
文
書
の
建
仁
元
年
（
一

二
〇
一
）
三
月
十
日
「
右
大
弁
藤
原
資
実
奉
書）

16
（

」
の
奉
者
は
蔵
人
頭
で
あ
る
。
東
南
院
文

書
﹇
第
六
櫃
四
巻
﹈
の
（
建
仁
元
年
）
七
月
廿
一
日
「
後
鳥
羽
上
皇
院
宣）
17
（

」
は
、『
大
日

本
古
文
書
』
で
は
奉
者
を
「
左
大
弁
」
と
読
ん
で
藤
原
資
実
と
傍
注
す
る
が
、「
右
大
弁
」

で
前
と
同
じ
く
資
実
で
あ
ろ
う
。
台
明
寺
文
書
の
建
仁
二
年
十
月
「
蔵
人
所
下
文
」
が
二

通）
18
（

あ
り
、
差
出
は
出
納
右
衛
門
少
志
中
原
で
あ
る
。
主
題
と
し
て
い
る
奉
送
状
の
翌
年

で
、
醍
醐
寺
文
書
﹇
一
六
函
二
﹈
の
（
建
暦
二
年
）
正
月
五
日
「
順
徳
天
皇
綸
旨）
19
（

」
は
後

七
日
法
請
書
で
あ
る
。
聖
教
類
に
含
ま
れ
る
事
例）
20
（

は
探
索
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
他
に
も

ま
だ
存
在
す
る
だ
ろ
う
。

　

薄
墨
色
料
紙
の
蔵
人
や
蔵
人
所
に
よ
る
発
給
文
書
の
原
本
を
探
し
て
み
た
が
、
残
さ
れ

た
も
の
に
は
綸
旨
・
院
宣
が
多
く
、
蔵
人
所
牒
は
お
お
む
ね
案
文
・
写
で
、
綸
旨
・
院
宣

よ
り
格
下
の
文
書
に
な
る
と
、
原
本
が
残
る
例
は
多
く
な
い
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
蔵
人
所

奉
送
状
は
、
年
紀
が
明
確
な
文
書
原
本
と
し
て
は
比
較
的
早
い
事
例
と
な
る
。
綸
旨
・
院

宣
の
よ
う
な
天
皇
・
院
や
上
位
者
の
直
接
的
な
意
思
が
表
示
・
伝
達
さ
れ
る
文
書
の
み
な

ら
ず
、
よ
り
実
務
的
で
下
級
官
人
が
作
成
に
携
わ
る
目
録
形
式
の
文
書
に
も
、
薄
墨
色
料

紙
の
宿
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
自
体
は
新
し
い
事
実
の
指
摘
で
な
い
が
、
薄

墨
色
料
紙
の
使
用
が
綸
旨
・
口
宣
案
な
ど
権
利
・
名
誉
な
ど
に
関
わ
る
文
書
に
限
定
さ
れ

て
ゆ
き
、
つ
い
に
は
漉
返
し
で
な
い
薄
墨
色
料
紙
が
用
い
ら
れ
る
流
れ
を
想
定
す
る
な
ら

ば
、
内
裏
に
宿
候
し
た
と
い
う
本
来
的
意
味
で
の
「
宿
紙
」
の
過
渡
的
な
様
相
を
示
す
一
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例
と
も
な
る
。
今
後
注
意
し
て
い
る
と
、
伝
存
数
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
蔵
人
や
蔵
人
所

の
関
わ
っ
た
実
務
的
な
文
書
に
、
薄
墨
色
で
は
な
い
漉
返
紙
の
原
文
書
が
見
出
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
　

三　

紙
質
の
観
察

外
見
的
特
徴

　

寸
法
は
、
第
一
紙
が
縦
三
二
・
三
cm
、
横
五
一
・
四
cm
、
第
二
紙
が
縦
三
二
・
三
cm
、

横
五
一
・
〇
cm
で
あ
る
。
厚
さ
は
、
平
均
〇
・
一
九
mm
（
最
大
値
〇
・
二
二
mm
、
最
小
値

〇
・
一
四
mm
）
で
や
や
厚
め
で
は
あ
る
が
、
斑
が
多
い
。
重
さ
は
、
二
紙
で
測
定
し
て
一

八
・
八
五
g
、
一
枚
当
た
り
の
重
さ
は
九
・
四
g
程
度
に
な
り
、
や
や
重
め
で
あ
る
。
紙

の
継
ぎ
目
に
か
な
り
濃
度
の
濃
い
糊
が
用
い
ら
れ
、
通
常
は
修
理
の
際
に
紙
の
継
ぎ
目
を

外
す
が
、
無
理
に
外
そ
う
と
す
る
と
繊
維
を
傷
め
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
た
め
、
今
回

の
修
理
で
は
継
ぎ
を
外
さ
ず
に
修
理
を
進
め
た
。
密
度
は
、
約
〇
・
二
九g/cm

3

と
一

般
的
な
楮
紙
の
密
度
で
あ
る
（
紙
文
化
財
研
究
家
の
大
川
昭
典
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
一

般
的
な
楮
紙
の
密
度
は
〇
・
二
五
か
ら
〇
・
三
五g/cm
3
で
あ
る
）。

　

色
は
、
薄
い
灰
色
で
、
い
わ
ゆ
る
薄
墨
色
で
あ
る
。
樹
皮
片
な
ど
の
異
物
が
顕
著
に
残
る
。

繊
維
束
も
多
く
、
繊
維
溜
り
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
文
書
の
紙
片
が
所
々
に
散
見
さ
れ
る
。

　

紙
漉
き
の
痕
跡
で
あ
る
簀
の
目
は
、
非
文
字
面
に
一
寸
当
た
り
二
〇
本
、
糸
目
巾
も
五

〇
mm
間
隔
で
、
明
瞭
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
板
目
は
文
字
面
に
、
刷
毛
目
は
非
文
字
面

に
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。

　

触
感
で
あ
る
が
、
柔
ら
か
さ
の
中
に
も
張
り
（
紙
の
強
さ
）
の
あ
る
印
象
を
受
け
る
。

顕
微
鏡
観
察

　

透
過
光
下
で
の
二
二
〇
倍
率
・
一
〇
〇
倍
率
の
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
で
、
墨
の
つ
い
た
楮

繊
維
や
青
く
染
め
ら
れ
た
繊
維
、
や
や
多
め
の
粒
子
状
の
夾
雑
物
（
非
繊
維
物
質
）
を
確

認
し
た
【
写
真
１
〜
３
】。
た
だ
し
、
填
料
と
し
て
の
米
粉
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
若
干

デ
ン
プ
ン
粒
子
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
量
か
ら
見
る
に
填
料
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
填
料
入
り
の
紙
を
漉
き
返
し
た
と
言
え
る
。

　

特
に
一
〇
〇
倍
率
の
画
像
で
は
、
繊
維
が
や
や
赤
み
の
あ
る
薄
灰
色
で
均
一
に
染
ま
っ

て
い
る
の
が
判
る
。
ま
た
薄
い
ピ
ン
ク
色
を
し
た
被
膜
状
の
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
【
写

真
４
】。
こ
の
被
膜
物
は
、
色
の
定
着
助
剤
と
し
て
使
っ
た
柿
渋
液
が
残
存
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
今
回
、
薄
墨
色
の
楮
の
補
修
紙
作
製
で
、
少
量
の
柿
渋
液
を
水
に
溶
い
て
墨

を
塗
布
し
た
楮
紙
を
漬
け
た
場
合
、
こ
れ
と
同
様
の
皮
膜
状
物
が
残
留
す
る
結
果
を
得
て

い
る
【
写
真
５
】。

　

湯
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（

に
よ
れ
ば
、
漉
返
紙
の
宿
紙
の
一
般
的
な
制
作
工
程
は
、
煮
熟
↓

叩
解
↓
水
洗
・
灰
汁
出
し
↓
料
紙
調
合
＋
墨
＋
柿
渋
↓
紙
漉
↓
紙
床
↓
脱
水
↓
乾
燥
と
な

る
。
富
田
正
弘
氏
を
代
表
と
す
る
科
研
に
お
い
て
、
薄
墨
色
の
宿
紙
の
復
元
研
究
が
行
わ

れ
た
。
単
に
墨
を
混
ぜ
て
も
、
漉
き
上
げ
の
過
程
で
定
着
剤
と
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、

水
落
ち
で
流
れ
て
し
ま
う
。
綸
旨
の
料
紙
に
や
や
茶
褐
色
化
し
た
も
の
が
あ
り
、
材
料
の

入
手
面
か
ら
、
定
着
剤
に
は
柿
渋
を
用
い
た
と
推
定
し
、
紙
料
の
調
合
の
際
に
墨
と
柿
渋

を
加
え
て
漉
き
上
げ
て
、
色
の
定
着
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

次
に
繊
維
の
配
向
強
度
を
み
る
。
繊
維
配
向
の
強
度
と
は
、
一
〇
〇
倍
率
レ
ン
ズ
を
装

着
し
た
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
で
撮
影
し
た
繊
維
画
像
を
一
〇
二
四
×
一
〇
二
四
画
素
に
切
り

出
し
て
二
値
化
処
理
し
、
フ
ー
リ
エ
変
換
し
て
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
を
求
め
て
振
り
幅
の

角
度
分
布
を
計
算
し
て
、
繊
維
の
配
向
角
度
お
よ
び
強
度
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
繊
維

配
向
度
の
目
安
は
、
一
・
一
〇
〜
一
・
二
〇
あ
れ
ば
や
や
繊
維
が
配
向
し
て
い
る
、
一
・

二
〇
以
上
で
あ
れ
ば
特
に
強
く
配
向
し
、
一
・
一
〇
以
下
で
あ
れ
ば
無
配
向
で
あ
る
と
判

断
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る）
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。

　

第
一
紙
は
、
文
字
面
が
一
・
〇
八
九
と
ほ
と
ん
ど
配
向
が
見
ら
れ
ず
、
非
文
字
面
は

一
・
二
〇
一
一
で
強
い
配
向
を
示
し
て
い
る
。
第
二
紙
も
、
文
字
面
が
一
・
一
一
九
と
配

向
は
弱
く
、
非
文
字
面
が
一
・
二
三
三
と
強
い
配
向
を
示
し
て
い
る
。
お
お
よ
そ
文
書
料

紙
は
文
字
面
の
数
値
が
高
く
、
非
文
字
面
は
低
い
（
前
注
論
文
）。

小
括

　

以
上
の
観
察
結
果
か
ら
、
こ
の
文
書
料
紙
は
、
繊
維
束
・
繊
維
溜
り
、
文
書
紙
片
、
墨

付
楮
繊
維
お
よ
び
青
く
染
め
ら
れ
た
繊
維
の
状
況
か
ら
漉
返
し
繊
維
を
主
原
料
と
し
て
い

る
。
た
だ
、
柔
ら
か
さ
の
中
に
も
張
り
（
紙
の
強
さ
）
の
あ
る
印
象
を
受
け
る
こ
と
や
、

樹
皮
片
な
ど
の
異
物
が
顕
著
に
残
る
こ
と
、
や
や
多
め
の
粒
子
状
の
夾
雑
物
（
非
繊
維
物
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写真 4

写真 5

写真 1

写真 2

写真 3

【解説】
写真１　220倍率の透過光画像
　繊維壁が厚く、中央部分に節があり、楮繊維とわかる。
　繊維に墨が付着しており、漉き返し繊維である。
　 繊維間にあるやや大きめの粒子が非繊維物質（柔細胞）
である。

写真２・４　100倍率の反射光画像
　やや赤みのある薄灰色で均一に染まった繊維。
　 墨の付着物や薄いピンク色の被膜物（柿渋の残留物）
が見受けられる。

写真３　100倍率の反射光画像
　青く（藍色に）染められた繊維。
　 一定量ではなく、点在することから、漉き返し繊維の
一部と考えられる。

写真５　復元した薄墨色楮補修紙の100倍率の反射光画像
　 少量の柿渋液を水に溶いて、色の定着液として使用し
たもの。
　宿紙と同様の薄いピンク色の被膜物が見受けられる。
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質
）
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
繊
維
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
漉
き
返
し
の
際
、
繊
維
を
再
度
叩
解
し
水
洗
い
す
る
た
め
、
通
常
な
ら
ば
樹
皮
片

や
粒
子
状
の
夾
雑
物
（
非
繊
維
物
質
）
の
残
存
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

富
田
正
弘
氏
を
代
表
と
す
る
科
研
の
料
紙
復
元
に
お
い
て
、
抄
紙
に
従
事
さ
れ
た
国
選
定

保
存
技
術
者
（
修
復
補
修
紙
作
製
）
の
江
渕
栄
貫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
ネ
リ
の
効
い

た
紙
は
繊
維
の
水
素
結
合
が
甘
く
、
紙
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
紙
床
積
み
し
て
荷

重
を
か
け
て
脱
水
す
る
と
、
乾
い
た
部
分
が
癒
着
し
て
紙
の
表
面
が
か
す
れ
て
し
ま
う
と

の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
紙
の
強
度
を
上
げ
る
た
め
に
粒
子
状
の
夾
雑
物
（
非
繊
維
物

質
）
を
含
ま
せ
て
お
り
、
繊
維
同
士
の
交
差
し
た
部
分
で
非
繊
維
物
質
（
と
く
に
柔
細

胞
）
が
潰
れ
て
乾
燥
す
る
と
、
こ
れ
が
接
着
剤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
紙
の
強
度
が

上
が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
非
文
字
面
に
二
〇
本
と
細
か
い
簀
の
目
と
刷
毛
目
が
あ
り
、
か
つ
配
向
が
一
・

二
〇
以
上
と
強
い
配
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
文
字
面
に
板
目
が
あ
り
、
配
向
強
度
も
低

い
こ
と
か
ら
、
細
か
い
簀
を
使
用
し
て
脱
水
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
し
、
ネ
リ
を
効
か

せ
て
繊
維
を
よ
く
流
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
乾
燥
方
法
は
、
板
目
・
刷
毛
目
と
文
字
面
と

の
関
係
か
ら
、
通
常
と
は
逆
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
　

四　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
は
、
一
・
二
章
を
藤
原
が
執
筆
し
、
三
章
を
髙
島
が
執
筆
し
、
全
体
を
藤
原
が
ま

と
め
た
。
祈
雨
や
孔
雀
経
法
の
評
価
な
ど
中
世
史
研
究
に
お
け
る
論
点）

23
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は
割
愛
し
、
文
書

一
通
に
即
し
た
速
報
と
な
る
が
、
標
本
と
し
て
好
例
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
比
較
事

例
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
、
本
史
料
の
位
置
が
よ
り
明
確
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
る
。
現
在
、
修
補
の
手
当
を
行
っ
て
い
る
同
時
購
入
文
書
の
整
理
後
に
、
近
く
ま
と
め

て
登
録
さ
れ
て
利
用
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

注（
１
）
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
﹇6171.62

－45

－823

﹈、『
醍
醐
寺
文
書
記
録
聖
教
目
録
』﹇RS6470

－1

－
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﹈
二
〇
・
二
一
頁
著
録
。
西
弥
生
『
中
世
密
教
寺
院
と
修
法
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）

二
四
七
頁
に
言
及
が
あ
る
。
嘉
元
元
年
写
、
一
巻
、
紙
背
文
書
あ
り
。
原
表
紙
外
題
「
孔
雀
経

法
日
記
〈
建
暦
元
年
七
月
／
遍
智
院
（
成
賢
）〉　

定
什
」、
奥
書

　
「
写
本
云
、
愚
僧
養
母
禅
尼
喪
之
周
辰
之
中
、
依
禁
忌
不
能
供
奉
、
雖
遺
恨
多
端
、
存
報
恩
之

　

志
、
但
乍
憚
臨
其
場
、
聊
記
大
概
而
已
、
／
金
剛
資
深
賢
〈
生
年
／
卅
三
〉

　

宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
六
月
廿
一
日
、
於
地
蔵
院
書
写
之
了
、
／
判

　

嘉
元
々
年
（
一
三
〇
三
）
十
一
月
十
四
日
、
於
三
宝
院
書
写
了
、
／
金
剛
仏
子
定
什
」。

　

定
什
は
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
閏
十
月
に
宝
池
院
通
海
よ
り
三
宝
院
流
を
受
法
、『
伝
法
灌

頂
師
資
相
承
血
脈
』（『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
、
一
九
七
八
年
）
に
も
通
海
弟

子
、
大
夫
法
印
と
載
る
。

（
２
）
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
﹇6171.62

－45

－377

﹈、
総
本
山
醍
醐
寺
編
『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
目

録
』
六
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
二
頁
著
録
。
一
巻
、
鎌
倉
後
期
写
。
な
お
後
欠
の

た
め
確
定
で
き
な
い
が
、
①
の
原
本
に
相
当
す
る
と
思
し
き
断
簡
も
最
近
、
市
場
に
出
て
い
た
。

（
３
）
千
々
和
到
・
北
爪
寛
之
・
熊
谷
博
史
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
森
田
清
太
郎
旧
蔵
醍
醐

寺
地
蔵
院
等
文
書
」」（『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
三
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
れ

ば
、
森
田
文
書
九
五
点
は
昭
和
初
期
に
散
逸
し
、
う
ち
四
一
点
が
小
泉
文
書
と
な
り
、
そ
れ
ら

は
全
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
と
な
り
、
小
泉
文
書
と
な
ら
な
か
っ
た
五
四
点
の
う
ち
一
九

点
が
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
と
な
っ
た
と
い
う
。
残
り
三
五
点
の
行
方
を
今
回
追
跡
し
て
い

な
い
が
、
一
六
点
は
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
「
東
寺
関
係
文
書
」
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
の
早

稲
田
大
学
図
書
館
現
蔵
の
二
通
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室

収
集
文
書
』
上
・
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
・
八
〇
年
）・
福
井
俊
彦
編
『
早
稲
田
大
学
蔵

資
料
影
印
叢
書　

古
文
書
集
』
一
〜
三
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
・
八
六
年
）
に
は

未
収
で
、
荻
野
氏
没
後
に
寄
贈
さ
れ
た
分
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
荻
野
三
七
彦
旧

蔵
資
料
目
録
』（
一
九
九
八
年
）「
醍
醐
寺
地
蔵
院
文
書
」
一
巻
﹇
A
三
﹈
と
し
て
著
録
。　

　

な
お
没
後
寄
贈
分
の
「
藤
原
師
通
御
教
書
」﹇
A
一
﹈
も
地
蔵
院
旧
蔵
文
書
の
一
部
（
森
田
氏

旧
蔵
）
で
、
紙
背
が
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
四
）
六
月
二
十
五
日
の
伴
僧
張
文
写
で
孔
雀
経
法
に

か
か
る
も
の
で
あ
り
（『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
四
冊
参
照
）、
端
裏
「
張
文
〈
雨
言
筥
在
之
、〉」

と
あ
っ
て
、
請
雨
法
関
連
と
し
て
一
具
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
文
書
に
つ
い
て
は
荻

野
三
七
彦
「
藤
原
師
通
御
教
書
」（『
日
本
中
世
古
文
書
の
研
究
』
荻
野
三
七
彦
博
士
還
暦
記
念

論
文
集
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
。
初
出
一
九
六
一
年
）
に
詳
し
い
が
、
伴
僧
張
文
は
写
で
、
紙

背
も
年
代
が
少
し
降
っ
て
勝
賢
充
あ
た
り
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
に
森
田
氏
所
蔵
の
う
ち
に
入
ら
な
か
っ
た
地
蔵
院
旧
蔵
文
書
と
し
て
、
史
料
編
纂
所
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架
蔵
写
真
帳
『
平
岡
定
海
氏
所
蔵
史
料
』
二
﹇6170.65-11-2]

に
収
め
る
二
通
が
あ
る
。

　

・〔
建
保
三
年
六
月
神
泉
苑
請
雨
経
御
修
法
〕
伴
僧
張
文

　
　
　
（『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
一
三
冊
六
二
七
頁
参
照
）

　

・
文
永
十
年
十
月
二
十
八
日
地
蔵
院
親
快
譲
状

　

遠
藤
基
郎
「
平
岡
定
海
氏
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
三
六
、

二
〇
〇
〇
年
）
七
〇
・
七
一
頁
参
照
。

（
４
）
高
田
義
人
「
平
安
時
代
に
お
け
る
宿
紙
と
紙
屋
紙
」（『
古
文
書
研
究
』
五
二
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
５
）
末
柄
豊
「
室
町
時
代
の
宿
紙
に
つ
い
て
」（
科
研
費
報
告
書
『
禅
宗
寺
院
文
書
の
古
文
書
学
的

研
究
』
研
究
代
表
者
・
保
立
道
久
、
二
〇
〇
五
年
）。
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
にPD

F

掲
載
。

（
６
）
五
月
廿
四
日
・
廿
九
日
・
六
月
十
四
日
付
の
三
通
（『
大
日
本
古
文
書
』
東
大
寺
文
書
二
（
東

南
院
文
書
二
）
四
○
九
〜
四
一
一
号
）
を
収
め
る
。
藤
田
英
孝
「
綸
旨
の
発
生
」（『
神
道
史
研

究
』
二
三－

四
、
一
九
七
五
年
）
に
て
、『
大
日
本
古
文
書
』
で
円
融
天
皇
綸
旨
と
す
る
の
は
誤

り
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
７
）
平
正
盛
の
卒
日
は
、
高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前
』（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
。
増
補
改
訂
、
文
理

閣
、
二
〇
〇
四
年
）
が
保
安
二
年
四
月
二
日
と
し
て
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
終
見
は
保
安
元
年

十
二
月
十
四
日
の
京
官
除
目
で
の
讃
岐
守
転
任
と
さ
れ
、『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
二
十
五
冊

で
も
こ
こ
に
卒
伝
を
掲
げ
る
が
、
香
川
県
東
か
が
わ
市
の
水
主
神
社
所
蔵
大
般
若
経
函
底
墨
書

（『
香
川
県
史
』
八
・
資
料
編
、
古
代
・
中
世
史
料
、
一
九
八
六
年
、
九
七
五
頁
以
下
）
に
「
保

安
二
年
之
春
、
平
前
司
（
正
盛
）
之
時
」
と
見
え
る
の
は
、
一
定
の
信
頼
の
お
け
る
記
述
と
考

え
ら
れ
る
。

（
８
）『
花
押
か
が
み
』
一
冊
一
二
四
頁
に
康
和
二
年
八
月
の
官
宣
旨
二
通
の
花
押
を
掲
載
。
院
宣
の

花
押
は
官
宣
旨
の
花
押
の
下
半
に
相
当
す
る
部
分
し
か
書
か
れ
な
い
が
、
基
本
的
な
構
成
が
近

く
、
略
体
の
花
押
と
見
な
せ
る
か
。『
伊
賀
市
史
』
四
（
二
〇
〇
八
年
）
古
代
三
三
八
号
は
保
安

三
年
を
踏
襲
。

（
９
）
仲
田
順
和
編
『
和
紙
に
見
る
日
本
の
文
化
』（
醍
醐
寺
、
二
〇
〇
四
年
）
No. 

3
、
奈
良
国
立
博

物
館
編
『
国
宝　

醍
醐
寺
の
す
べ
て
』（
二
〇
一
四
年
）
No. 

167
、
九
州
国
立
博
物
館
・
サ
ン
ト
リ

ー
美
術
館
編
『
京
都
・
醍
醐
寺　

真
言
密
教
の
宇
宙
』（
二
〇
一
八
年
）
No. 

89
な
ど
に
カ
ラ
ー
図
版

掲
載
。
前
掲
注
６
藤
田
論
文
以
前
は
、
薄
墨
色
の
宿
紙
の
初
例
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
図
録

も
踏
襲
す
る
。
後
掲
注
（
21
）
湯
山
著
も
実
質
的
に
同
内
容
。

（
10
）
同
十
五
日
の
『
大
日
本
古
文
書
』
東
大
寺
文
書
二
（
東
南
院
文
書
二
）
四
〇
八
号
と
一
連
の

文
書
で
、
森
哲
也
「
定
海
と
琳
実
│
二
人
の
僧
別
当
│
」（『
日
本
歴
史
』
七
九
七
、
二
〇
一
四

年
）
に
紹
介
・
検
討
が
あ
り
、
奉
者
が
と
も
に
蔵
人
の
平
範
家
で
、
そ
の
た
め
院
宣
に
宿
紙
を

用
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
礼
紙
は
別
れ
て
東
南
院
文
書
﹇
第
六
櫃
三
巻
﹈「
六
条
天
皇
綸
旨
（
？
）
追
書
」（『
大
日
本
古

文
書
』
東
大
寺
文
書
三
（
東
南
院
文
書
三
）
七
一
六
号
）
と
し
て
収
め
る
。

（
12
）『
大
日
本
古
文
書
』
東
大
寺
文
書
三
（
東
南
院
文
書
三
）
七
一
五
号
、『
平
安
遺
文
』
四
〇
〇
七
号
。

（
13
）『
平
安
遺
文
』
二
三
二
九
号
は
白
河
本
の
写
に
よ
り
採
録
。

（
14
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
壬
生
家
文
書
﹇
五
一
二
・
二
〇
〇
﹈「
四
角
四
堺
鬼
気
祭
文
書
」
の
う

ち
、『
図
書
寮
叢
刊 

壬
生
家
文
書
』
九
冊
二
五
六
四
号
。
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
﹇6171.68-
8

﹈
お
よ
び
『
平
安
遺
文
』
未
収
。

（
15
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
壬
生
家
文
書
﹇
壬
・
一
〇
〇
二
﹈「
諸
社
奉
幣
関
係
文
書
」
の
う
ち
、

『
図
書
寮
叢
刊 

壬
生
家
文
書
』
九
冊
二
五
四
四
・
二
五
四
五
号
、
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳

﹇6171.68

－8

－21

﹈。『
鎌
倉
遺
文
』
未
収
。

（
16
）
未
成
巻
文
書
第
一
〇
部
三
〇
九
号
、『
鎌
倉
遺
文
』
補
三
八
九
号
。

（
17
）『
大
日
本
古
文
書
』
東
大
寺
文
書
三
（
東
南
院
文
書
三
）
七
三
一
号
、『
鎌
倉
遺
文
』
一
二
三

五
号
。

（
18
）『
大
日
本
古
文
書
』
島
津
家
文
書
一
冊
一
六
六
・
一
六
七
号
、『
鎌
倉
遺
文
』
一
三
二
一
・
一

三
二
五
号
。
現
状
で
は
巻
子
装
で
調
査
に
限
界
が
あ
る
。

（
19
）『
大
日
本
古
文
書
』
醍
醐
寺
文
書
十
一
冊
二
四
六
四
号
。『
鎌
倉
遺
文
』
未
収
。
奉
者
は
勘
解

由
次
官
（
平
）
棟
基
。

（
20
）
蔵
人
や
蔵
人
所
と
の
関
係
を
問
わ
な
い
も
の
と
し
て
、
最
近
、
原
本
を
遇
目
し
た
例
で
は
、

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
仏
説
像
法
決
疑
経
』﹇B-3081

﹈
一
巻
。
院
政
期
書
写
で
、
仁
平
四
年

（
一
一
五
四
）
尋
範
の
一
校
奥
書
が
あ
り
、
下
限
が
押
さ
え
ら
れ
る
。『
東
京
国
立
博
物
館
図
版

目
録
』
古
写
経
篇
（
二
〇
一
一
年
）
No. 

367
（
図
版
は
モ
ノ
ク
ロ
）。

（
21
）
湯
山
賢
一
『
古
文
書
の
研
究　

料
紙
論
・
筆
跡
論
』（
青
史
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
第
二
章

「
古
文
書
料
紙
論
」
第
三
節
「
我
が
国
に
於
け
る
料
紙
の
歴
史
に
つ
い
て
」、
同
編
『
古
文
書
料

紙
論
叢
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
二
五
頁
。

（
22
）
韓
允
煕
・
江
前
敏
晴
・
髙
島
晶
彦
・
保
立
道
久
・
磯
貝
明
「
中
世
大
徳
寺
文
書
に
見
る
和
紙

の
表
裏
と
書
状
の
関
係
」（『
日
本
史
研
究
』
五
七
九
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
23
）
主
要
な
も
の
と
し
て
、
横
内
裕
人
『
日
本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
八

年
）
第
一
部
第
一
章
、
増
記
隆
介
『
院
政
期
仏
画
と
唐
宋
絵
画
』
第
二
部
第
一
章
（
中
央
公
論

美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
』（
京
都
大
学

学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
第
一
部
第
六
章
、
上
島
享
「
密
教
修
法
の
構
成
・
特
質
と
中
世

寺
院
社
会
│
孔
雀
経
法
を
通
し
て
│
」（
道
元
徹
心
編
『
日
本
仏
教
の
展
開
と
そ
の
造
形
』
法
蔵

館
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（S）
「
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度

利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
」（
研
究
代
表
者
・
田
島
公
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


